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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･人間文化学, ２５UAカリ･総人社･人間文化学

【人間文化学】思想、歴史、社会、情報、言語、芸術など多種 現代の消費社会・文化の趨勢について，社会学を中心に人文社
多様な側面を持つ人間文化に関する深い素養と幅広い理解を基 会科学系の国内外の研究を精査し，大学院レベルの研究課題・
盤として、その文化を継承し、柔軟な感性と創造的な論考によ 計画を立てられるようになる。
り専門領域の問題を客観的・学問的に究明し、独自に理論を構
築する能力や仮説を検証する能力を有する。

⇔

(2)授業の概要 上記の目標に到達するため，本演習では，まず人文社会科学における研究法，理論と方法の関係につい
て，文献を用いて丁寧に理解を深める。次に，現代の消費社会における先進的な消費社会・文化現象を
，講義をとおして俯瞰する。続いて，そうした先進的な現象である脱物質主義的消費・持続可能な消費
文化について，資料を収集して歴史的経緯・現状について十分に理解するとともに，国内外の量的・質
的な先行研究を精査して，社会的・理論的な問題意識を深める。次に，人文社会科学の理論的視点から
，脱物質主義的消費・持続可能な消費文化の現代的課題（研究課題）を絞り込み，明確化させる。そし
て，それらの研究課題に学術的に適切なアプローチを試みる調査計画を綿密に立てる。以上の講義を除
くいずれの取り組みにおいても，学生による研究発表・ディスカッションの形式で授業を進める。なお
，本授業に参加するには，社会学における主要な学説・理論・概念について，さらに，社会統計学，ま
たは心理統計学における記述統計・推測統計の基礎的事項について学部卒業レベルの習得を済ませてい
ることを必要とする。

(3)授業計画 第１回：ガイダンス
第２回：人文社会科学における研究法
第３回：人文社会科学における理論と方法
第４回：先進的な消費社会・文化研究概論
第５回：脱物質主義的消費の国内先行研究の検討
第６回：脱物質主義的消費の海外先行研究の検討
第７回：持続可能な消費文化の国内先行研究の検討
第８回：持続可能な消費文化の海外先行研究の検討
第９回：資料・文献サーベイレポートの合評
第１０回：脱物質主義的消費の現代的課題検討
第１１回：持続可能な消費文化の現代的課題検討
第１２回：脱物質主義的消費の調査計画検討
第１３回：持続可能な消費文化の調査計画検討
第１４回：最終プレゼンテーション
第１５回：総括討議
定期試験は実施しない

(4)成績評価の方
法

資料の収集・分析，文献サーベイ，研究計画案の各セクション，授業でのディスカッションについて各
25％×4の評価とする。
※評価割合は若干の調整を行うことがある。
●得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上 秀，89-80％ 優，79-70％ 良，69-60％ 可，59％以下 不可。

(5)成績評価の基
準

以下のとおり評価基準を設定する。（1）資料の収集・分析を適切に実施している。（2）先行研究の文
献を網羅的かつ適切に精査している。（3）研究計画案を適切に設定している。（4）授業でのディスカ
ッションにおいて研究に資する有益なコメントをしている。（1）から(4)の4項目すべてを高水準で満た
していれば「卓越している」。4項目すべてを満たしていれば「かなり上にある」。3項目までできてい
れば「やや上にある」、2項目までできていれば「水準にある」と評価する。

(6)事前事後学習
の内容

事前に文献を読了し、課題に取り組み、授業後は授業での指摘を課題の取り組みにフィードバックさせ
る。

(7)履修上の注意 本授業に参加するには，社会学における主要な学説・理論・概念について，さらに，社会統計学，また
は心理統計学における記述統計・推測統計の基礎的事項について学部卒業レベルの習得を済ませている
ことを必要とする。

(8)質問,相談への
対応

質問，相談は授業後に対応する。

【教科書】 なし

【参考書】 盛山和夫, 2004, 『社会調査法入門』, ISBN: 4641183058, 有斐閣．


